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▲　菜の花と法輪寺の三重塔
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

令
和
７
年
度
予
算
を
審
査

８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

委
員
会
の
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ご
き

本
会
議
で
の
討
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議
会
だ
よ
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❷

令和７年第１回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。

　　予算：予算審査特別委員会　　　４ページ
      建水：建設水道常任委員会　　１３ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　　１４ページ
　　総務：総務常任委員会　　　   １５ページ

町ホームページでも議案・審議結果について、アップしています。

こんなことが決まりました

第1回 定例会
令和７年２月２８日～３月２５日

条     

例

令
和
６
年
度
　
補
正
予
算

令
和
7
年
度
　
予
算

定例会の案件 結 果

指定

その他

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例について
国家公務員等の旅費に関する法律の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の
整理等に関する条例について
斑鳩町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町営住宅条例の一部を改正する条例について

斑鳩町下水道条例の一部を改正する条例について

斑鳩町水道事業の設置等に関する条例を廃止する条例について

斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

斑鳩町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について

令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第１０号）について

令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について

令和６年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について

令和６年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第２号）について

令和６年度斑鳩町下水道事業会計補正予算（第２号）について

令和７年度斑鳩町一般会計予算について

令和７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について

令和７年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について

令和７年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

令和７年度斑鳩町下水道事業会計予算について

斑鳩町文化振興センターの指定管理者の指定について

訴えの提起について

奈良県広域水道企業団設立準備協議会の廃止に関する協議について

斑鳩町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部
を改正する条例について

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

総務

厚生

建水

総務

厚生

建水

予算

建水

厚生

建水

付託先

16ページに
賛否の討論



❸

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

日
程
・
時
間
は
、一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
　
1（
７
４
）１
０
９
１（
直
通
）

議
会
の
日
程

臨
時
議
会
の
予
定

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

閉
会
中
の
委
員
会

令
和
7
年
６
月
議
会

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
９
日（
金
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

６
月
2
日（
月
） 

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

5
日（
木
） 

一
般
質
問

6
日（
金
） 

一
般
質
問

9
日（
月
） 

建
設
常
任
委
員
会

10
日（
火
） 

厚
生
常
任
委
員
会

11
日（
水
） 

総
務
常
任
委
員
会

13
日（
金
） 

議
会
運
営
委
員
会

18
日（
水
） 

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

５
月
20
日（
火
） 

建
設
常
任
委
員
会

21
日（
水
） 

厚
生
常
任
委
員
会

22
日（
木
） 

総
務
常
任
委
員
会

27
日（
火
） 

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

定例会の案件 付託先 結　果
町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町一般会計補正
予算（第９号）について）
町道認定について

斑鳩町監査委員の選任について同意を求めることについて

監査結果報告について

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

令和７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について

斑鳩町下司田池の管理について

斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
について
斑鳩町議会委員会条例の一部を改正する条例について

斑鳩町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町議会会議規則の一部を改正する規則について

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書について

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和６年度斑鳩町一般会計補正予
算（第８号）について）

斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その１～その７）

満場一致で承認

満場一致で認定

満場一致で同意

満場一致で可決

満場一致で不採択

報告

賛成多数で可決

賛成少数で否決

承認

認定

人事

報告

陳情

発議

建水

総務

佐伯知輝氏を
選任すること
に同意

１６ページに
賛否の討論

１７ページに
賛否の討論

さえき とも き

なかにしたつや

あ さ の ひ ろ こ

お の え い こ

き ざ きのり こ

たにぐちまさみ

やまもとたいぞう

こおりやまひさし
郡山 尚氏
中 達也氏
浅野浩子氏
小野英子氏
木﨑典子氏
谷口政已氏
山本泰三氏
を選任する
ことに同意



❹

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に

　
　
　
　
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援

す
る
た
め
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

す
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
ケ

ア
す
る
の
か
。

答
　
令
和
６
年
度
に
開
設
し
た

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を
し
て
お

り
、
保
健
師
、
保
育
士
等
の
専

門
家
が
、
家
庭
の
事
情
を
聞
き

取
り
、
そ
の
中
で
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に
限
ら
ず
、

各
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
家
事
援
助
が
必

要
だ
と
判
断
さ
れ
る
家
庭
に
つ

い
て
は
、
産
前
か
ら
満
１
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
世
帯
を

対
象
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て

家
事
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
者
に
つ
い

て
、
新
た
に
満
18
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
世
帯
ま
で
広
げ

る
こ
と
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
予
防
や
支
援
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

　
　
費
用
助
成
制
度
を
創
設

問
　
新
年
度
か
ら
実
施
す
る
帯

状
疱
疹
予
防
接
種
の
対
象
者
の

見
込
み
と
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
　
令
和
７
年
４
月
か
ら
帯
状

疱
疹
が
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾

病
に
位
置
付
け
ら
れ
、
65
歳
以

上
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人
を

対
象
に
定
期
接
種
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
新
年
度
の
対
象
者
は
約
１
，

９
０
０
人
で
、
接
種
率
は
20
％

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
行

う
と
と
も
に
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

　
　
　
新
年
度
か
ら
実
施

問
　
新
年
度
か
ら
節
目
の
年
齢

の
女
性
を
対
象
に
実
施
す
る
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
に
つ
い
て
、

自
己
負
担
金
が
２
千
円
と
の
こ

と
だ
が
、
実
際
に
か
か
る
費
用

と
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
　
検
診
費
用
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
と
調
整
す
る
中
で
は

８
千
円
程
度
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、
各

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
る
保
健

事
業
の
予
定
表
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
等
で
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

法
隆
寺
門
前
広
場
を
整
備

問
　
法
隆
寺
門
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
広
場

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　
法
隆
寺
門
前
広
場
は
南
大

門
の
南
側
に
あ
り
、
東
と
西
に

そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
広
場
で
す
。

　
松
の
枯
損
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
法
隆

寺
や
門
前
の
町
並
み
に
調
和
し

た
広
場
と
し
て
、
景
観
向
上
に

合
わ
せ
て
ま
ち
あ
る
き
観
光
に

資
す
る
休
憩
機
能
や
防
災
広
場

の
機
能
な
ど
の
充
実
を
含
む
再

整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
広
場

と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
基
本

施
設
と
し
て
園
路
、
ベ
ン
チ
、

植
栽
帯
、
照
明
等
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。

災
害
対
応
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

問
　
災
害
対
応
の
た
め
の
ド

ロ
ー
ン
購
入
に
つ
い
て
、
町
の

職
員
が
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る

た
め
の
研
修
に
参
加
す
る
の
か
。

答
　
無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
、
予
備
機
を
含
め
２
台

を
消
防
団
に
配
備
す
る
計
画
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か

ら
消
防
団
員
に
属
す
る
職
員
を

操
縦
研
修
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
国

の
消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事

業
に
応
募
し
て
お
り
、
採
択
さ

れ
れ
ば
、
調
達
を
す
る
予
定
で

す
。

　
導
入
後
は
、
定
期
的
に
ド

ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
の
訓
練
を

行
い
、
ま
た
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
と
災
害
時
の
連
携
訓
練
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲コットベット

一
般
会
計

事
務
の
Ｏ
Ａ
化
を
推
進

問
　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化
・
共
通
化
の
委
託
料
で
１

億
５
，
７
７
２
万
５
千
円
と
あ

る
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
内

容
は
。

答
　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化
・
共
通
化
は
、
令
和
７
年

度
末
を
目
標
に
全
て
の
自
治
体

で
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
と
い
う

国
が
定
め
る
仕
様
の
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
て
い
く
も
の
で
、
構

築
費
用
の
特
定
財
源
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
国
か

ら
の
補
助
率
は
１
０
０
％
で
す

が
、
補
助
対
象
外
の
部
分
は
一

般
財
源
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

手
ぶ
ら
登
園
導
入
に
向
け
て

　
コ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
等
を
購
入

問
　
令
和
８
年
度
に
開
始
を
予

定
し
て
い
る
町
立
保
育
園
の
手

ぶ
ら
登
園
支
援
の
効
果
は
。

　
ま
た
、
新
年
度
で
購
入
予
定

の
コ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
の
台
数
は
。

答
　
現
在
、
町
立
保
育
園
で
は

午
睡
用
品
と
し
て
子
ど
も
用
布

団
を
使
用
し
、
保
護
者
が
週
１

回
持
ち
帰
り
し
て
い
ま
す
が
、

か
さ
高
く
保
護
者
の
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
町
が
コ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
を
購
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
導
入
後
は
、

保
護
者
は
軽
く
て
小
さ
く
た
た

め
る
カ
バ
ー
と
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

の
み
を
週
末
に
持
ち
帰
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
保
護
者
の
負
担

が
少
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
そ
の
導
入

準
備
と
し
て
、
た
つ
た
保
育
園
、

あ
わ
保
育
園
の
合
計
で
、
コ
ッ

ト
ベ
ッ
ト
２
４
０
台
、
搬
入
用

台
車
22
台
を
購
入
、コ
ッ
ト
ベ
ッ

ト
を
収
納
す
る
押
し
入
れ
等
の

改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令和７年度予算審査 

令和7年度予算を可決
　令和７年度斑鳩町一般会計と各特別会計等の予算を審査するため、３月７日と10日に予算審査特
別委員会を開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されました。今回は、その主なものをご報告します。
　なお、一般会計、各特別会計等の予算は、すべて満場一致で可決すべきものと決しました。



❺

内
水
浸
水
想
定
区
域
図
を

　
　
　
　
　
　
新
た
に
作
成

問
　
令
和
７
年
度
か
ら
２
か
年

で
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

完
成
後
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

に
掲
載
し
て
住
民
に
配
布
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
　
内
水
浸
水
想
定
区
域
図
に

つ
い
て
は
、
都
市
下
水
路
や
主

要
な
大
き
な
水
路
が
あ
ふ
れ
た

場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
も
の
で
す
。

　
公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う

な
形
で
す
る
か
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

給
食
費
補
助
金
の
拡
充
を
継
続

問
　
給
食
補
助
金
の
考
え
方
と

単
価
は
。

答
　
米
や
野
菜
な
ど
の
食
料
品

の
物
価
高
騰
が
続
い
て
お
り
、

給
食
費
に
対
す
る
保
護
者
負
担

の
方
の
値
上
げ
は
行
わ
な
い
と

い
う
方
針
の
中
で
、
令
和
６
年

12
月
議
会
で
の
補
正
予
算
に
基

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

　
　
費
用
助
成
制
度
を
創
設

問
　
新
年
度
か
ら
実
施
す
る
帯

状
疱
疹
予
防
接
種
の
対
象
者
の

見
込
み
と
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
　
令
和
７
年
４
月
か
ら
帯
状

疱
疹
が
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾

病
に
位
置
付
け
ら
れ
、
65
歳
以

上
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人
を

対
象
に
定
期
接
種
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
新
年
度
の
対
象
者
は
約
１
，

９
０
０
人
で
、
接
種
率
は
20
％

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
行

う
と
と
も
に
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

　
　
　
新
年
度
か
ら
実
施

問
　
新
年
度
か
ら
節
目
の
年
齢

の
女
性
を
対
象
に
実
施
す
る
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
に
つ
い
て
、

自
己
負
担
金
が
２
千
円
と
の
こ

と
だ
が
、
実
際
に
か
か
る
費
用

と
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
　
検
診
費
用
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
と
調
整
す
る
中
で
は

８
千
円
程
度
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、
各

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
る
保
健

事
業
の
予
定
表
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
等
で
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

法
隆
寺
門
前
広
場
を
整
備

問
　
法
隆
寺
門
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
広
場

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　
法
隆
寺
門
前
広
場
は
南
大

門
の
南
側
に
あ
り
、
東
と
西
に

そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
広
場
で
す
。

　
松
の
枯
損
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
法
隆

寺
や
門
前
の
町
並
み
に
調
和
し

た
広
場
と
し
て
、
景
観
向
上
に

合
わ
せ
て
ま
ち
あ
る
き
観
光
に

資
す
る
休
憩
機
能
や
防
災
広
場

の
機
能
な
ど
の
充
実
を
含
む
再

整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
広
場

と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
基
本

施
設
と
し
て
園
路
、
ベ
ン
チ
、

植
栽
帯
、
照
明
等
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。

災
害
対
応
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

問
　
災
害
対
応
の
た
め
の
ド

ロ
ー
ン
購
入
に
つ
い
て
、
町
の

職
員
が
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る

た
め
の
研
修
に
参
加
す
る
の
か
。

答
　
無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
、
予
備
機
を
含
め
２
台

を
消
防
団
に
配
備
す
る
計
画
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か

ら
消
防
団
員
に
属
す
る
職
員
を

操
縦
研
修
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
国

の
消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事

業
に
応
募
し
て
お
り
、
採
択
さ

れ
れ
ば
、
調
達
を
す
る
予
定
で

す
。

　
導
入
後
は
、
定
期
的
に
ド

ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
の
訓
練
を

行
い
、
ま
た
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
と
災
害
時
の
連
携
訓
練
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

づ
く
補
助
金
単
価
に
よ
り
積
算

し
た
額
を
新
年
度
予
算
に
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
１
食
あ
た
り

小
学
校
で
60
円
、
中
学
校
で
70

円
、
幼
稚
園
は
当
初
予
算
か
ら

で
す
が
、64
円
の
給
食
補
助
金

と
輸
送
費
、
人
件
費
相
当
費
額

と
し
て
１
食
あ
た
り
２
１
５
円

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
食

費
補
助
金
を
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。

史
跡
中
宮
寺
跡
歴
史
公
園
の

　
駐
車
場
を
整
備

問
　
中
宮
寺
跡
歴
史
公
園
の
駐

車
場
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
の
内
容

は
。

答
　
新
年
度
で
は
中
宮
寺
跡
歴

史
公
園
の
駐
車
場
の
整
備
に
係

る
用
地
購
入
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
令
和
７
年

度
に
お
い
て
、
用
地
取
得
を
進

め
、
ど
う
い
っ
た
形
で
駐
車
場

整
備
を
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
検
討
し
、
令
和
８

年
度
以
降
で
工
事
を
し
て
い
き

国
民
健
康
保
険
の

　
保
険
税
率
を
据
え
置
き

問
　
令
和
７
年
度
の
保
険
税
率

が
改
定
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に

つ
い
て
、
基
金
を
取
り
崩
し
て

保
険
税
率
の
引
上
げ
を
抑
制
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。

答
　
令
和
７
年
度
で
国
民
健
康

保
険
税
率
を
改
定
し
な
い
理
由

に
つ
い
て
は
、
基
金
を
一
部
取

り
崩
し
て
、
納
付
金
の
算
定
額

の
不
足
す
る
部
分
に
充
て
て
い

る
こ
と
か
ら
、
税
率
の
改
定
は

行
わ
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲中宮寺跡歴史公園

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

令和７年度予算審査 



❻

下
水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　世
帯
数
が
減
少

問
　
国
保
の
世
帯
数
が
、
令
和

3
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
約
５
０
０
世
帯
減

少
し
、３
，０
３
３
世
帯
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
傾
向
が
続
く
の
か
。

答
　
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

方
が
、
こ
こ
３
年
で
大
量
に
後

期
高
齢
者
医
療
へ
移
っ
て
い
か

れ
た
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者

医
療
へ
の
移
行
が
令
和
７
年
度

で
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
被

保
険
者
数
や
世
帯
数
の
大
幅
な

減
少
は
、
あ
る
程
度
、
数
値
と

し
て
は
落
ち
着
い
て
く
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

下
水
道
管
の
更
新
予
定
は
？

問
　
当
町
の
下
水
道
管
の
更
新

時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

答
　
斑
鳩
町
は
平
成
４
年
か
ら

下
水
道
管
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
整
備
開
始
か

ら
約
30
年
余
り
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
下
水
道
管
の
法
定
耐
用

年
数
が
基
本
的
に
50
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
下
水
道
管
の

更
新
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
20

年
の
間
に
計
画
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
質

疑
回
答
が
あ
り
、
審
議
を
深
め

ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
井
上
委
員
長
記
）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
井
上
卓
也

副
委
員
長
　
　
　
小
城
世
督

委
　
　
員
　
　
　
溝
部
真
紀
子

　
　
〃            

齋
藤
文
夫

　
　
〃            

伴
　  

吉
晴

　
　
〃            

木
澤
正
男

　
　
〃            

奥
村
容
子

　斑鳩町の行政組織の見直し及び水道事業の奈良県広域水道企業団への移管に伴い、

令和７年４月１日より、常任委員会の名称と所管事務が一部変更になりましたのでお知らせします。

令和７年度予算審査 

常任委員会の名称と所管がかわりました

※上水道事業については、令和７年４月１日より、奈良県広域水道企業団へ移管されました。

常任委員会

名　称
厚生常任委員会

・都市建設部
建設農林課　

都市創生課

地域振興課（新設）

    上記の所管に関する事務

・住民生活部
福祉課・子育て支援課

健康対策課・国保医療課

環境対策課・住民課

     上記の所管に関する事務

・総務部
総務課・安全安心課

政策財政課・税務課

・教育委員会事務局
総務課・生涯学習課

・会計室
上記の所管に関する事務

総務常任委員会
建設水道常任委員会

↓

建設常任委員会

委員会の

所　管

新たに

所管となる

事務

・文化財の保護に関する事務
（総務常任委員会から）

・文化振興や文化振興
センターに関する事務

（建設水道常任委員会から）
・交通安全対策に関する事務
（総務常任委員会から）



❼

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めた
り、新たな施策の提案を行ったりするものです。
　本定例会での一般質問は、３月５日・６日の両日、８人の議員が行
いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

  

木
澤
正
男
・
７
ペ
ー
ジ

◎
水
道
・
下
水
道
管
の
劣
化
等

に
伴
う
道
路
の
陥
没
に
つ
い

て
〇
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て

〇
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

〇
私
道
へ
の
下
水
道
管
の
敷
設

に
つ
い
て

  
奥
村
容
子
・
８
ペ
ー
ジ

◎
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
避

難
所
生
活
の
改
善
を

〇
戸
籍
へ
の
氏
名
の
振
り
仮
名

記
載
に
向
け
た
準
備
状
況
に

つ
い
て

  

小
城
世
督
・
９
ペ
ー
ジ

◎
災
害
時
に
お
け
る
協
定
先
と

の
連
携
に
つ
い
て

〇
町
独
自
の
観
光
に
つ
い
て

  

齋
藤
文
夫
・
９
ペ
ー
ジ

○
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
推

進
に
つ
い
て

◎
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
町
民
の
声
を
反
映
し
た
Ｊ
Ｒ

法
隆
寺
駅
南
側
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

○
学
校
図
書
館
の
読
書
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

  

溝
部
真
紀
子
・
10
ペ
ー
ジ

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更

新
に
つ
い
て

◎
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
環
境
の

向
上
に
つ
い
て

  

濱
眞
理
子
・
10
ペ
ー
ジ

◎
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
に
つ
い
て

○
児
童
発
達
支
援
放
課
後
デ
イ

に
つ
い
て

○
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
妊
産

婦
等
の
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス

利
用
に
つ
い
て

  

伴
吉
晴
・
11
ペ
ー
ジ

◎
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

○
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

  

宮
﨑
和
彦
・
12
ペ
ー
ジ

◎
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て

○
道
路
工
事
に
つ
い
て

一　般　質　問

水
道
・
下
水
道
管
の
劣
化
に

　
　伴
う
道
路
の
陥
没
に
つ
い
て木澤　正男

議
員
　
水
道
・
下
水
道
か
ら
の

漏
水
・
破
裂
等
に
よ
る
道
路
陥

没
の
問
題
が
報
道
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
住
民
の
中
で
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
道
路
に
空
洞
が
な

い
か
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長
　
水
道
に
つ
い

て
は
、
町
内
の
老
朽
管
を
対
象

に
音
聴
調
査
に
よ
り
漏
水
箇
所

を
特
定
し
事
前
に
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
陥
没
の
原
因
と
な
る
主
要
な

水
道
管
の
漏
水
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
毎
年
度
、
計
画
的
に
漏
水

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
奈
良

県
広
域
水
道
企
業
団
に
統
一
後

も
継
続
し
、
漏
水
対
応
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

陥
没
の
原
因
と
な
る
管
の
破
損

等
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の

点
検
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
内

部
の
目
視
調
査
を
計
画
的
に
毎

年
度
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
、
マ
ン
ホ
ー
ル

内
に
異
常
な
侵
入
水
や
土
砂
等

の
堆
積
物
を
発
見
し
た
場
合

は
、
下
水
道
管
内
用
カ
メ
ラ
装

置
に
よ
り
破
損
箇
所
を
特
定

し
、
下
水
道
管
の
補
修
を
行
う

な
ど
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
斑
鳩
町
は
平
成
４
年
か
ら
下

水
道
整
備
に
着
手
し
、
法
定
耐

用
年
数
に
達
し
て
い
な
い
管
渠

の
た
め
、
調
査
に
お
い
て
陥
没

の
原
因
と
な
る
よ
う
な
事
例
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
点
検
・
調
査
を
継
続
し
計

画
的
な
下
水
道
の
維
持
管
理
に



議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
　　　斑鳩町ホームページで閲覧できます。

▲水道管の埋設工事

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　避
難
生
活
の
改
善
を

奥村 容子

一　般　質　問

議
員   

２
０
２
４
年
元
日
の
能

登
半
島
地
震
で
は
、
石
川
県
内

の
死
者
数
５
１
８
人
の
う
ち
災

害
関
連
死
者
数
が
２
９
０
人
に

上
り
、
直
接
死
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　
助
か
っ
た
生
命
を
救
う
た
め

の
方
策
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
避
難
所
の
環
境
改
善
を
急
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

熟
睡
で
き
る

ベ
ッ
ド
環
境
に
つ
い
て

議
員
　
避
難
所
開
設
当
初
か
ら

ベ
ッ
ド
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長
　
多
く
の
避
難
所
を

同
時
に
開
設
す
る
よ
う
な
事
態

に
備
え
、
事
業
者
と
の
災
害
応

援
協
定
に
よ
り
、
可
能
な
限
り

早
い
段
階
で
必
要
数
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

清
潔
で
安
全
な

ト
イ
レ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
ト
イ
レ
環
境
が
劣
悪
な

場
合
、
被
災
者
は
水
分
摂
取
を

控
え
便
秘
に
な
る
な
ど
、
健
康

面
で
悪
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
被
災
者
が
安
全
・
安
心
に
使

用
で
き
る
ト
イ
レ
の
設
置
や
、

平
常
時
か
ら
の
携
帯
ト
イ
レ
等

の
設
置
訓
練
も
必
要
で
す
。

　
町
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
斑
鳩
町
で
は
、
避

難
所
の
衛
生
環
境
を
保
つ
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
、
災
害
用
簡

易
組
立
ト
イ
レ
等
を
計
画
的
に

備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
、
災
害
要
配
慮
者

の
視
点
に
立
ち
、
多
様
な
声
を

反
映
し
た
災
害
防
災
対
策
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

温
か
い
食
事
を
提
供
す
る

キ
ッ
チ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

議
員
　
災
害
直
後
は
、
自
治
体

で
温
か
い
食
事
を
準
備
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
等
や
事
業
者
と
協
定
を
結

ん
で
お
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長
　
斑
鳩
町
で
は
、
日

赤
奉
仕
団
、
婦
人
会
等
に
協
力

を
得
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
学

校
等
を
利
用
し
、
炊
き
出
し
を

実
施
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
提
携
も

含
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ま

す
。

議
員
　
災
害
関
連
死
を
無
く
す

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員
　
改
め
て
報
道
等
を
受
け
、

全
体
を
一
斉
点
検
す
る
と
い
う

対
応
は
必
要
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

都
市
建
設
部
長
　
国
・
県
等
に

お
い
て
、
口
径
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
管
に
つ
い
て
は
点
検
を
早

急
に
行
う
と
い
う
通
達
が
行
わ

れ
て
お
り
、
斑
鳩
町
内
で
は
そ

の
よ
う
な
大
き
な
管
渠
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
対
応
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
道
路
部
局
で
は
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
陥
没
等
が
あ

れ
ば
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

両
部
局
で
協
力
し
て
、
事
故
の

な
い
よ
う
に
尽
く
し
て
い
ま
す
。

❽

（議会だより） （会議録）

　斑鳩町ホームページ（斑鳩町議会）で、
№５２（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと、平成13年以降の会議録が閲覧
できます。
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ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が

　安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　齋藤　文夫 

町政ここが聞きたい

　
避
難
所
の
環
境
改
善
や
資
機

材
の
確
保
、
高
齢
者
支
援
の
充

実
な
ど
を
検
討
し
、
新
た
な
災

害
協
定
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
令
和
６
年
９
月
に
、
行

政
・
社
協
・
青
年
会
議
所
が
連

携
す
る
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
し

た
が
、
行
政
は
ま
だ
協
定
に
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
行
政

も
含
め
た
協
定
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
避
難
経
験
の
な
い
住

民
も
多
く
、
実
際
に
災
害
が
起

き
た
際
の
対
応
が
不
安
で
す
。

　
避
難
所
生
活
の
体
験
訓
練
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
防
災
意

識
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

歩
踏
み
込
ん
だ
訓
練
実
施
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
り
が
な
い
、
ま
た
は
把
握
し

て
い
な
い
場
合
は
、
警
察
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
日
常
生
活
の
支
援
は
、

い
か
が
か
。

福
祉
課
長
　
移
動
・
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
高
齢
者

優
待
券
及
び
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
助
成
券
の
交
付
、
斑
鳩
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
き
生
き

号
の
運
行
が
あ
る
。

　
安
否
確
認
を
目
的
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
乳
酸
菌
飲
料
を

配
布
す
る
「
愛
の
訪
問
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
、
「
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
、
ご
み
出
し
が
困
難
な

人
に
対
し
戸
別
に
収
集
を
行
う

「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み
収
集
事

業
」
、
緊
急
事
態
の
発
生
時
、

速
や
か
に
関
係
者
へ
お
知
ら
せ

議
員
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

に
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
郵
便
・

新
聞
・
配
送
な
ど
の
事
業
者
と

連
携
し
た
見
守
り
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
住
民
に
よ
る
見
守
り
活
動

な
ど
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
素

早
く
対
応
で
き
る
仕
組
み
が
必

要
と
思
う
。

　
斑
鳩
町
の
取
り
組
み
は
、
い

か
が
か
。

福
祉
課
長
　
郵
便
は
日
本
郵
便

株
式
会
社
と
協
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
老
人
福
祉

会
及
び
民
生
委
員
な
ど
地
域
で

も
見
守
り
活
動
を
行
い
、
連
絡

が
取
れ
な
い
な
ど
の
際
に
は
、

身
寄
り
の
あ
る
方
は
役
場
で
把

握
し
て
い
る
親
族
等
の
関
係
者

へ
の
連
携
・
伝
達
を
行
い
、
身

議
員
　
近
年
、
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
自
治
体
や
企
業
と
の
連

携
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
、
迅
速
な
支
援
の
確
保
が

不
可
欠
で
す
。
斑
鳩
町
の
現
在

の
協
定
先
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
部
長
　
現
在
、
35
団
体
と

災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
太
子
町
や
大
阪
府
太

子
町
な
ど
の
友
好
都
市
や
そ
の

他
自
治
体
、
企
業
、
団
体
等
と
、

生
活
必
需
品
の
供
給
、
被
災
者

支
援
、
資
材
提
供
、
職
員
派
遣

な
ど
を
含
む
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

議
員
　
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
難

し
く
な
い
で
す
が
、
重
要
な
の

は
「
結
ん
だ
先
に
、
何
が
あ
る

の
か
」
と
い
う
点
で
す
。
特
に

平
常
時
の
連
携
が
重
要
で
す
。

ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
か
。

総
務
部
長
　
町
で
は
、
防
災
訓

練
の
機
会
を
活
用
し
、
協
定
先

と
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
町
防
災
訓
練

で
は
、
ト
ヨ
タ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

奈
良
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
給

電
実
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
円
滑
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら
顔
の

見
え
る
関
係
の
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。

議
員
　
顔
の
見
え
る
関
係
の
構

築
は
重
要
で
す
ね
。
能
登
半
島

地
震
の
よ
う
に
生
活
再
建
が
長

期
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
新
た
な
協
定
先
を
増

や
す
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
能
登
半
島
地
震
で

は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
遅
れ

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

❾

災害における協定と
　　　平常時の動きについて

小城　世督



学
校
施
設
の

ト
イ
レ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

溝部　真紀子　

PFAS（有機フッ素化合物）
　　　　　　　汚染について

濱　眞理子

一　般　質　問

議
員
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ

ス
）
の
高
濃
度
の
汚
染
が
広
が

っ
て
お
り
、
健
康
へ
の
影
響
が

大
問
題
で
す
。
汚
染
の
調
査
や

基
準
、
健
康
被
害
等
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

中
で
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ピ
ー
フ

ォ
ス
）
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ピ
ー
フ

ォ
ア
）
は
幅
広
い
用
途
で
使
用

さ
れ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
衣
類
の
防
水
の
ほ
か
、

半
導
体
や
自
動
車
製
造
に
も
使

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
以
降
は
国
際
的
な
規
制
対

象
と
な
り
、
日
本
で
も
製
造
、

輸
出
入
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
令
和
２
年
、
国
は

水
道
水
や
河
川
で
の
水
質
管
理

上
の
目
標
を
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
算
値
で
、
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

下
と
す
る
暫
定
目
標
値
を
定
め
、

令
和
４
年
度
に
は
全
国
の
河
川

や
地
下
水
の
汚
染
状
況
が
調

査
・
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
へ
の
影
響
と
し
て
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
、

発
が
ん
、
免
疫
系
な
ど
と
の
関

連
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
内
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
摂
取
が
主
た
る
要
因
と
見

ら
れ
る
個
人
の
健
康
被
害
が
発

生
し
た
と
い
う
事
例
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
平
成
21
年
度
以
降
、
国

際
的
な
規
制
対
象
と
な
り
、
日

本
で
も
製
造
、
輸
出
入
、
使
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
調
査
に
よ
り
米
軍
や

自
衛
隊
基
地
、
関
連
工
場
、
ま

た
産
業
廃
棄
物
処
理
場
周
辺
河

川
の
水
や
土
壌
、
飲
料
水
か
ら

確
認
さ
れ
、
健
康
へ
の
影
響
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

奈
良
県
や
斑
鳩
町
で
の
水
質

関
連
の
汚
染
調
査
は
い
か
が
で

す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
奈
良
県
水
道

局
が
運
営
す
る
浄
水
場
に
お
い

て
、
国
が
定
め
る
暫
定
目
標
値

を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
汚
染
源
以
外
に
人
工
芝

が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
汚
染
の
温
床
と

も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

教
育
次
長
　
現
在
人
工
芝
の
使

用
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
健

民
運
動
場
で
す
。
自
然
環
境
保

全
団
体
か
ら
の
指
摘
は
承
知
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
令
和
４
年
６
月
の
一
般

質
問
で
、
学
校
施
設
の
ト
イ
レ

の
床
を
現
在
の
湿
式
床
か
ら
乾

式
床
に
し
て
は
ど
う
か
と
提
案

し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
一
部
の
ト
イ
レ
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
乾
式
化

す
る
計
画
で
、
そ
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
情
報
収
集
等
す
る

と
答
弁
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
実
証

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
っ

た
か
、
ま
た
、
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長
　
学
校
の
ト
イ
レ
の

全
体
的
な
環
境
改
善
に
向
け
て

令
和
４
年
度
に
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工

事
に
あ
わ
せ
、
一
部
の
ト
イ
レ

の
ブ
ー
ス
内
や
、
斑
鳩
小
学
校

及
び
斑
鳩
南
中
学
校
の
体
育
館

で
モ
デ
ル
的
に
全
面
乾
式
化
の

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
乾
式
化
し
た
ト
イ
レ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
か
ら

は
「
ト
イ
レ
が
明
る
く
な
っ

た
」
「
清
掃
が
し
や
す
く
な
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
一
方

で
、
教
職
員
か
ら
は
「
使
用
方

法
や
清
掃
の
状
況
に
よ
る
色
素

や
臭
気
の
沈
着
へ
の
対
応
、
管

路
の
詰
ま
り
に
よ
る
便
器
か
ら

の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
時
の
対
応

な
ど
、
維
持
管
理
面
で
懸
念
さ

れ
る
面
が
あ
る
」
と
い
う
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
斑
鳩
町
子
ど
も
が
輝

く
学
校
の
未
来
構
想
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
町
立
小
・
中
学

校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置

等
に
係
る
構
想
に
つ
い
て
検
討

し
、
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
検
討
の
中
で

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由

意
見
の
中
で
、
ト
イ
レ
の
老
朽

化
に
伴
う
様
々
な
問
題
に
つ
き

ま
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
を
は

じ
め
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ト
イ

レ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
も
、

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
等
に
関
す
る
方
針
と

並
行
い
た
し
ま
し
て
、
総
合
的

に
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
子
ど
も
や
保
護
者
が
主

役
の
学
校
施
設
で
あ
る
よ
う
に

検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
緊
急
通

報
装
置
設
置
事
業
」
が
あ
る
。

　
買
物
支
援
と
し
て
は
、
軽
易

な
家
事
援
助
を
行
う
「
軽
度
生

活
援
助
事
業
」
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
移
動
支
援
を
行
う

「
高
齢
者
等
買
物
支
援
事
業
」

が
あ
る
。

議
員
　
保
証
人
が
見
つ
か
ら
な

い
な
ど
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居

が
困
難
な
高
齢
者
の
対
応
は
、

い
か
が
か
。

福
祉
課
長
　
関
係
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

議
員
　
高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立

対
策
は
、
い
か
が
か
。

福
祉
課
長
　
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
促
せ
る
よ
う
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
介
護
予

防
事
業
の
実
施
や
地
域
で
の
諸

活
動
の
場
等
の
情
報
提
供
を
行

い
、
参
加
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
国
道
25
号
の
竜
田
大
橋

か
ら
ゲ
オ
と
和
食
さ
と
か
ら
奈

良
交
通
バ
ス
停
留
所
の
縁
石

（
歩
車
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
通

り
に
「
ば
ら
つ
き
」
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
当
該
箇
所
の

縁
石
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
近
畿
整
備
局
奈
良
国
道
事
務

所
奈
良
維
持
出
張
所
発
注
の
歩

道
設
置
工
事
と
し
て
、
平
成
28

�

年
11
月
か
ら
平

成
29
年
３
月
に

か
け
工
事
が
施

工
さ
れ
た
も
の

で
す
。
縁
石
の

通
り
の
「
ば
ら

つ
き
」
に
つ
い

て
は
、
町
も
確

認
し
て
お
り
、

施
工
中
か
ら
も

奈
良
維
持
出
張
所
へ
再
三
に
わ

た
り
申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
指
摘
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
部
手
直
し
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
国
の
判
断
に
よ
り
現
状

に
至
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
縁
石
は
排
水
パ
イ

プ
と
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
パ

イ
プ
の
詰
ま
り
の
原
因
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

国
に
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
要
請
し
ま
す
。

　
次
に
、
元
東
部
保
育
所
前
の

道
路
の
時
間
規
制
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
奈
良
県
公
安

委
員
会
及
び
奈
良
県
警
察
で
は
、

現
在
の
交
通
規
制
を
変
更
す
る

予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
は
、
国
道
25
号
線
が



小
・
中
学
校
の

　
　老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

伴　吉晴　

町政ここが聞きたい

議
員
　
町
内
の
各
小
・
中
学
校

の
建
築
年
数
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長
　
令
和
６
年
度
末
時

点
で
の
建
築
年
数
で
、
斑
鳩
小

学
校
は
、
南
館
が
59
年
、
北
館

が
57
年
、
中
館
が
52
年
、
本
館

東
棟
・
西
棟
が
44
年
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
斑
鳩
西
小
学
校
は
、

４
棟
い
ず
れ
も
48
年
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
斑
鳩
東
小
学
校
は
、

４
棟
い
ず
れ
も
45
年
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
斑
鳩
中
学
校
は
、
本

館
東
棟
が
55
年
、
本
館
西
棟
・

北
館
西
棟
が
54
年
、
北
館
東
棟

が
47
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
斑
鳩
南
中
学
校
は
、

２
棟
い
ず
れ
も
42
年
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
全
て
の
校
舎
の
建
築
年
数
が

40
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、

最
も
古
い
校
舎
で
59
年
、
全
て

の
校
舎
の
平
均
建
築
年
数
は
、

約
48
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
全
体
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
中
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

耐
用
年
数
も
心
配
で
す
し
、
当

町
の
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
校
舎
の
整
備
に
つ

い
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

教
育
次
長
　
校
舎
等
の
老
朽
化

や
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
中
、
町
立
小
・

中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正

配
置
等
に
係
る
構
想
に
つ
い
て

検
討
し
、
子
ど
も
が
輝
く
、
よ

り
良
い
学
校
教
育
環
境
の
整
備

に
取
り
組
む
た
め
、
有
識
者
や

地
域
、
保
護
者
の
代
表
者
、
学

校
の
関
係
者
な
ど
か
ら
構
成
す

る
「
斑
鳩
町
子
ど
も
が
輝
く
学

校
の
未
来
構
想
検
討
委
員
会
」

を
昨
年
８
月
に
立
ち
上
げ
、
令

和
７
年
度
中
に
答
申
を
い
た
だ

く
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進

め
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
こ
の
校
舎
更
新
事
業
は

約
10
年
か
か
る
大
き
な
事
業
で
、

迅
速
か
つ
大
き
な
判
断
が
必
要

に
な
る
が
、
教
育
長
の
考
え
を

伺
う
。

教
育
長
　
学
校
は
、
子
ど
も
達

や
地
域
に
と
っ
て
様
々
な
役
割

が
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
場
所

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
習
で

き
る
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

べ
く
、
学
校
施
設
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
こ

の
喫
緊
の
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ

ス
）
の
高
濃
度
の
汚
染
が
広
が

っ
て
お
り
、
健
康
へ
の
影
響
が

大
問
題
で
す
。
汚
染
の
調
査
や

基
準
、
健
康
被
害
等
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

中
で
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ピ
ー
フ

ォ
ス
）
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ピ
ー
フ

ォ
ア
）
は
幅
広
い
用
途
で
使
用

さ
れ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
衣
類
の
防
水
の
ほ
か
、

半
導
体
や
自
動
車
製
造
に
も
使

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
以
降
は
国
際
的
な
規
制
対

象
と
な
り
、
日
本
で
も
製
造
、

輸
出
入
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
令
和
２
年
、
国
は

水
道
水
や
河
川
で
の
水
質
管
理

上
の
目
標
を
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
算
値
で
、
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

下
と
す
る
暫
定
目
標
値
を
定
め
、

令
和
４
年
度
に
は
全
国
の
河
川

や
地
下
水
の
汚
染
状
況
が
調

査
・
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
へ
の
影
響
と
し
て
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
、

発
が
ん
、
免
疫
系
な
ど
と
の
関

連
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
内
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
摂
取
が
主
た
る
要
因
と
見

ら
れ
る
個
人
の
健
康
被
害
が
発

生
し
た
と
い
う
事
例
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
平
成
21
年
度
以
降
、
国

際
的
な
規
制
対
象
と
な
り
、
日

本
で
も
製
造
、
輸
出
入
、
使
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
調
査
に
よ
り
米
軍
や

自
衛
隊
基
地
、
関
連
工
場
、
ま

た
産
業
廃
棄
物
処
理
場
周
辺
河

川
の
水
や
土
壌
、
飲
料
水
か
ら

確
認
さ
れ
、
健
康
へ
の
影
響
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

奈
良
県
や
斑
鳩
町
で
の
水
質

関
連
の
汚
染
調
査
は
い
か
が
で

す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
奈
良
県
水
道

局
が
運
営
す
る
浄
水
場
に
お
い

て
、
国
が
定
め
る
暫
定
目
標
値

を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
汚
染
源
以
外
に
人
工
芝

が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
汚
染
の
温
床
と

も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

教
育
次
長
　
現
在
人
工
芝
の
使

用
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
健

民
運
動
場
で
す
。
自
然
環
境
保

全
団
体
か
ら
の
指
摘
は
承
知
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
緊
急
通

報
装
置
設
置
事
業
」
が
あ
る
。

　
買
物
支
援
と
し
て
は
、
軽
易

な
家
事
援
助
を
行
う
「
軽
度
生

活
援
助
事
業
」
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
移
動
支
援
を
行
う

「
高
齢
者
等
買
物
支
援
事
業
」

が
あ
る
。

議
員
　
保
証
人
が
見
つ
か
ら
な

い
な
ど
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居

が
困
難
な
高
齢
者
の
対
応
は
、

い
か
が
か
。

福
祉
課
長
　
関
係
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

議
員
　
高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立

対
策
は
、
い
か
が
か
。

福
祉
課
長
　
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
促
せ
る
よ
う
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
介
護
予

防
事
業
の
実
施
や
地
域
で
の
諸

活
動
の
場
等
の
情
報
提
供
を
行

い
、
参
加
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
国
道
25
号
の
竜
田
大
橋

か
ら
ゲ
オ
と
和
食
さ
と
か
ら
奈

良
交
通
バ
ス
停
留
所
の
縁
石

（
歩
車
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
通

り
に
「
ば
ら
つ
き
」
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
当
該
箇
所
の

縁
石
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
近
畿
整
備
局
奈
良
国
道
事
務

所
奈
良
維
持
出
張
所
発
注
の
歩

道
設
置
工
事
と
し
て
、
平
成
28

�

年
11
月
か
ら
平

成
29
年
３
月
に

か
け
工
事
が
施

工
さ
れ
た
も
の

で
す
。
縁
石
の

通
り
の
「
ば
ら

つ
き
」
に
つ
い

て
は
、
町
も
確

認
し
て
お
り
、

施
工
中
か
ら
も

奈
良
維
持
出
張
所
へ
再
三
に
わ

た
り
申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
指
摘
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
部
手
直
し
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
国
の
判
断
に
よ
り
現
状

に
至
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
縁
石
は
排
水
パ
イ

プ
と
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
パ

イ
プ
の
詰
ま
り
の
原
因
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

国
に
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
要
請
し
ま
す
。

　
次
に
、
元
東
部
保
育
所
前
の

道
路
の
時
間
規
制
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
奈
良
県
公
安

委
員
会
及
び
奈
良
県
警
察
で
は
、

現
在
の
交
通
規
制
を
変
更
す
る

予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
は
、
国
道
25
号
線
が

▲斑鳩小学校の南館



　
　
　

議
員　
以
前
に
服
部
道
で
発
生

し
た
よ
う
な
、
水
道
管
破
裂
に

よ
る
道
路
陥
没
事
故
は
今
後
起

こ
ら
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長
　
水
道
管
の
漏

水
に
伴
い
、
隣
接
し
た
水
路
に

土
砂
が
放
出
さ
れ
た
こ
と
が
主

な
陥
没
原
因
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
事
故
以
降
、
同
路
線
の
老
朽

管
更
新
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
現
在
、
施
工
中
の
い
か

る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
整
備
に

併
せ
て
、
配
水
管
の
ル
ー
プ
化

の
実
施
に
つ
い
て
、
事
業
の
進

捗
に
合
わ
せ
る
た
め
の
調
整
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
し
、
整
備
ま
で
に
複
数

年
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
漏
水
に
伴
う
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
音
圧
の
変

化
に
よ
り
異
常
を
発
見
す
る
、

監
視
型
漏
水
調
査
や
路
面
音
聴

調
査
を
実
施
し
、
未
然
に
漏
水

を
発
見
で
き
る
よ
う
努
め
て
お

り
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
令
和
７
年
４

月
か
ら
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
へ
移
行
し
ま
す
が
、
今
後
も

継
続
的
な
漏
水
調
査
、
老
朽
管

の
計
画
的
な
更
新
を
行
っ
て
い

く
こ
と
か
ら
、
水
道
管
の
漏
水

が
陥
没
事
故
等
に
繋
が
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
今
の
回
答
の
中
で
、
隣

接
し
た
水
路
に
土
砂
が
放
出
さ

れ
た
こ
と
が
主
な
陥
没
の
原
因

と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
道
路
の
下
に
穴
が
空
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

道
路
自
体
が
危
険
で
は
な
い
の

で
す
か
。

　
三
代
川
（
法
隆
寺
踏
切
か
ら

県
道
）
の
道
路
擁
壁
も
根
元
が

見
え
て
い
る
状
態
で
す
。
安

全
・
安
心
を
守
る
う
え
で
も
調

査
、
点
検
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

安
全
安
心
の
町
づ
く
り

・
万
代
の
車
の
出
入
に
つ
い
て

・
不
審
者
の
通
報
に
つ
い
て

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
掃
除
及
び

角
度
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

・
災
害
時
に
実
動
す
る
人
間
に

つ
い
て

道
路
工
事

・
電
気
、
ガ
ス
、
開
発
業
者
、

自
治
会
な
ど
が
道
路
工
事
（
舗

装
）
を
行
っ
た
移
管
道
路
や
補

修
工
事
の
検
査
に
つ
い
て

・
指
名
停
止
さ
れ
た
工
事
に
つ

い
て

�

一　般　質　問

安全・安心の
　　　　町づくりについて

宮﨑　和彦　

斑鳩町 検索

クリック

町ホームページで議案・審議結果をアップしています。

❶
❷

❸

❹トップページ

斑鳩町ホームページ
https: //www.town.   ikaruga.nara.jp/で
「斑鳩町議会」をクリックしてください。

議会情報の「議案・審議結果」で、令和４年
第１回定例会以降の議案の概要と結果がご
覧いただけます。

４年
がご

クリック

議案・審議結果を

議会情報

議会だより 

会議録 

議案・審議結果 

一般質問要旨 

斑鳩町議会　議案・審議結果

令和５年第２回臨時会
斑鳩町監査委員の選任について同意を求めることについて

【令和５年５月９日　原案同意】

クリック

ご覧になりたい議案を



　
　
　

◎
斑
鳩
町
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、

公
共
下
水
道
及
び
流
域
下
水
道

の
大
腸
菌
に
関
す
る
基
準
を
変

更
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
正
隆
寺
団
地
の
用
途
廃
止
に

伴
い
、
町
営
住
宅
か
ら
当
該
団

地
を
削
除
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

�

◎
斑
鳩
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
の
水
道
事
業
が
奈
良

県
広
域
水
道
企
業
団
へ
統
合
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
廃
止
お
よ
び
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
人
件
費
の
補
正
や
、
水

道
事
業
の
統
合
に
伴
う
資
産
整

理
で
す
。

◎
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
人
件
費
の
補
正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー 

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て　
公
益
財
団
法
人
斑
鳩
町
文
化

振
興
財
団
を
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で

す
。

◎
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
廃
止
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　
企
業
団
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
準
備
協
議
会
を
廃
止

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
市

町
村
と
の
協
議
を
行
う
も
の
で

す
。

◎
町
道
認
定
に
つ
い
て

　
開
発
道
路
等
の
９
路
線
を
町

道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

○
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
側
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
権

者
を
対
象
と
し
た
、
町
の
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
説
明
会
」

と
、
県
及
び
県
立
病
院
機
構
の

「
病
院
整
備
に
つ
い
て
の
説
明

会
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
県
が
公
表
し
た
「
令
和
７

年
度
予
算
の
要
点
」
の
う
ち
、

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整

備
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
10
号
）に
つ
い
て

　
当
委
員
会
所
管
に
か
か
る
事

項
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
斑
鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施

設
等
事
業
者
誘
致
事
業
に
つ
い

て　　
町
と
株
式
会
社
呉
竹
荘
と
の

協
議
に
お
い
て
、
呉
竹
荘
よ
り

報
告
が
あ
っ
た
施
設
の
間
取
り

等
の
詳
細
や
、
今
後
の
事
業
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
施
設
の
概
要
】

　
宿
泊
棟
（
２
階
建
て
・
10

棟
）
と
カ
フ
ェ
・
マ
ル
シ
ェ
棟

（
平
屋
建
て
）
が
整
備
予
定

〇
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
下
水
道
工
事

の
実
施
状
況
や
、
今
後
の
事
業

計
画
・
経
営
戦
略
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
３
カ
所
・

延
長
約
１
．
６
㎞
、
面
積
約
３
．

４
ha
の
整
備
が
完
了
し
、
令
和

７
年
度
は
、
延
長
約
１
．
８
㎞
、

面
積
約
５
．
２
ha
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
小
城
委
員
長
記
）

　
３
月
13
日
に
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
８
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て

満
場
一
致
で
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▶
下
水
道
工
事
の
様
子

　
　
　
　

委員会のうごき

建
設
水
道
常
任
委
員
会

委
員
会
付
託
議
案

継
続
審
査

各
課
報
告
事
項
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厚 生常任委員会

委員会のうごき

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
高
齢
者

の
外
出
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
を
除
く

高
齢
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
、

外
出
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
調
査
は
、
「
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

事
業
」
及
び
「
介
護
予
防
の
把

握
事
業
」
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
お
り
、
今
後
の
外
出
支
援
施

策
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
の
状

況
等
も
見
な
が
ら
、
そ
の
方
針

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

・
同
時
在
園
以
外
の
第
二
子
が

い
る
場
合
の
保
育
料
の
考
え
方

に
つ
い
て

（
溝
部
委
員
長
記
）

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
を
奈
良
県
内
で
統
一
す
る

こ
と
か
ら
、
本
条
例
に
お
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
２
議
案
と
も
、
栄
養
士
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
人
件
費
所
要
額
と
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
及
び
保
険

給
付
費
の
補
正
に
関
す
る
も
の

　３月１４日、全委員出席のもと委員会
を開催しましたので、概要を報告します。
　本会議から付託を受けました７議案に
ついては、すべて満場一致で原案どおり
可決すべきものと決しました。

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

３
，
４
７
０
万
９
千
円
を
追
加

し
、
29
億
３
，
９
５
４
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う
介

護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め

の
費
用
と
人
事
院
勧
告
等
に
伴

う
人
件
費
の
補
正
等
に
関
す
る

も
の
で
、
保
険
事
業
勘
定
に
つ

い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

０
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
28

億
８
，
４
４
５
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
広
域
連
合
へ
の
納
付
額
等
に

関
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
，
４
９
８
万
２
千
円

を
追
加
し
、
６
億
３
，
６
３
１

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
７
月
18
日
発
生
の

塵
芥
収
集
車
２
台
の
エ
ン
ジ
ン

ス
ト
ー
ル
に
係
る
損
害
賠
償
請

求
事
件
に
つ
い
て
、
訴
え
を
提

起
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

○
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
自
区
内
処
理
に
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て
、
生
駒
市
へ
可
燃

ご
み
を
搬
入
す
る
た
め
の
本
格

的
な
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ま
た
令
和
７
年
４
月
よ

り
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
親

族
の
も
と
に
、
里
帰
り
出
産
の

た
め
、
１
か
月
以
上
、
０
歳
の

乳
幼
児
と
と
も
に
町
内
に
定
住

さ
れ
る
方
に
対
し
て
も
、
滞
在

期
間
に
応
じ
、
紙
お
む
つ
類
専

用
指
定
袋
を
交
付
す
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ

い
て

　
当
委
員
会
所
管
に
か
か
る
事

項
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
議
案

継
続
審
査

各
課
報
告
事
項

そ
の
他
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委員会のうごき

◎
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
等
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
懲
役
及

び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

拘
禁
刑
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◎
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
規
則
の
改
正
内
容
に

準
じ
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
等
の

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
の
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
３
議
案
と
も
、
令
和
６
年
の

国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
特
別

職
と
一
般
職
の
期
末
手
当
等
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
若
年

層
を
中
心
と
し
た
給
与
の
引
き

上
げ
等
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ

い
て

　
主
な
内
容
は
、
令
和
６
年
の

人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
等

の
補
正
や
事
業
費
が
当
初
見
積

り
を
上
回
る
こ
と
に
伴
う
増
額

補
正
、
事
業
完
了
な
ど
に
よ
り

不
用
額
が
確
定
し
て
い
る
事
業

の
減
額
補
正
で
、
総
額
に
１
億

４
，
５
４
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１

６
億
８
，
７
９
２
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て①
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
啓
発
活

動
と
し
て
、
こ
ど
も
考
古
学
教

室
の
開
催
に
つ
い
て

②
「
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
」
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
に

つ
い
て

③
ヒ
ヅ
メ
金
塚
古
墳
の
発
掘
調

査
に
つ
い
て

○
斑
鳩
町
営
自
転
車
等
駐
車
場

の
運
営
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
法
隆
寺
駅
北
口
自
転

車
等
駐
車
場
の
業
務
委
託
事
業

者
が
変
更
に
な
る
予
定
と
の
こ

と
で
す
。

（
齋
藤
委
員
長
記
）

　
３
月
17
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
10
議
案
の
う
ち
、
9
議
案
は
満

場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
、
1
議
案
は
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
付
託
議
案

各
課
報
告
事
項

継
続
審
査
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斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部
を改正する条例について
（　賛成多数で可決　）

【反対意見】溝部議員 【賛成意見】井上議員
　令和６年度の国家公務員の給与に関する人事院勧
告では、民間給与の状況を反映して、高水準のベース
アップにより、国家公務員の給与、ボーナス等が引き上
げられました。
　本条例の改正は、人事院勧告を受け、一般職の国
家公務員の給与改定に伴い、特別職の職員の給与に
関する法律が改正されたことから、この改正内容に準
じ、町議会議員の期末手当の支給月数を０．０５月分
引き上げるものです。　　
　人事院は、毎年、国家公務員と民間の給与について
調査し、人事院勧告で、社会一般の情勢に適応するよ
うに、国家公務員と民間企業従業員の給与水準を均
衡させることを基本としています。　
　議員の期末手当の改正にあたっては、これまでも、
引き上げ、引き下げともに、斑鳩町議会は国の人事院
勧告を尊重してきたことから、本議案について賛成い
たします。

　令和６年度県民アンケート調査において、暮らし向
きが苦しくなったと答えた人の割合は、３年連続で増
加しております。
　斑鳩町でも物価高騰の影響から財政状況が厳し
い中、行政における支出額も増えております。
　様 な々行政課題を解消し、住民サービスを維持する
ためにも、まずは議員自らが身を切る覚悟を持ち、理事
者と共に取り組むことが必要と考えます。
　この増額の原資はもちろん税金であります。
　今一度住民目線に立ち返り、限られた財源の中で
住民の期待に応えると言う観点からも現時点において
議員の期末手当を引き上げる状況にはないと考え、反
対意見といたします。

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例について

（　賛成多数で可決　）

【反対意見】溝部議員 【賛成意見】横田議員
　人事院は、毎年、国家公務員と民間企業従業員の給
与について精緻な調査に基づく比較を行い、給与水準
を均衡させることを基本とし、政府に対し勧告を行って
います。
　令和６年の国家公務員の給与に関する人事院勧告
は、月例給、ボーナスともに、民間給与が国家公務員の
給与を上回るとの調査結果を受け、国家公務員の期末
・勤勉手当等を引き上げることを内容とするものでした。
　本条例改正は、この人事院勧告に基づき、国の法律
が改正されたことから、その内容に準じ、町長及び副町
長の期末手当の支給月数を０．０５月分引き上げるもの
です。
　特別職の期末手当については、これまでからも、人事
院勧告の内容を尊重されています。本条例改正につい
ても、人事院勧告に準じ、社会経済情勢を踏まえた内
容であることから、賛成いたします。

　本議案は、国家公務員の給与改定方針等に鑑み、
特別職の職員の期末手当の額を引き上げる条例改正
です。
　今回の人事院勧告による引き上げに対し、斑鳩町
内の事業者への実態調査もせずに行われる給与、期
末手当の引き上げは市民との格差拡大につながること
は言うまでもありません。
　現在の住民生活は物価高や燃料費の高騰により
大変困窮しています。
　先頭に立って住民生活を守る町長は、そのような状
況の中、自身のボーナスの引き上げを据え置くという考
え方もあったのではないかと思います。
　賃金の上昇や、可処分所得の向上を目指すのは当
然ですが、まずは住民にその恩恵が享受されることを
願い本議案に対し反対致します。

　議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛
否の意見を表明し、その理由を述べる「討論」を行います。
３月定例会で３件の討論が行われました。



�

本 会 議 で の
討 論
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書について

（ 賛成少数で否決 ）

【反対意見】伴議員 【賛成意見】濱議員
　２０２４年以降、再審法の改正に向けたさまざまな
動きが急ピッチに展開されています。マスコミも連日この
問題を報じ、いまや争点は「今国会（第２１７回通常国
会）で議員立法により再審法改正が実現するか」とい
うところまで来ました。
　一方、これまで再審法改正にきわめて消極的だった
法務省が再審制度の見直しについて、法制審議会に
諮問する方針を固め、法務省主導で進めようとする動
きを見せています。
　再審法改正にむけた全国各地での世論の盛り上が
りは、袴田さんの再審無罪判決、続く福井女子中学生
殺人事件の再審開始確定により、今や最高潮に達し
ています。地方議会の意見書採択は２０２５年２月末
で５３０議会にのぼっています。
　改正の機運が高まる今こそ、傍観ではなく、斑鳩町
議会の意思としての意見書を採択するべきと考えます。

　「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求め
る意見書について、反対の立場から意見を述べさせて
いただきます。
　私も、冤罪のいたましい事冤を考えると、冤罪は冤っ
てはならないものと考えます。
　また、国においても、再審法の見直しについて、検討
されているところです。
　証拠の全面開示については、加害者だけでなく被
害者のプライバシーの問題が冤るため、全面開示は非
常に難しく、慎重に取り扱いを検討すべきものと考えま
す。
　憲法第３９条では、一事不再理の原則が冤ります。
一度決まったことをかえることはできない、無罪と決ま
った後に有罪とすることは冤ってはならないものです。
このように再審法の見直しについては、いろんな面から
考えていく必要が冤り、高度な専門性を有する問題で
冤るので、国の検討を見守っていくべきで冤ると考えま
す。

議会のインターネット動画配信について先進地視察研修を実施しました

　議会のインターネット動画配信について、令和７年１月２２日、２３日の２日間にわたり、王寺町、
河合町、広陵町、三宅町で先進地視察を実施しました。
　インターネットでの動画配信を導入した経緯、実施によるメリット・デメリット等の説明をうけ、知
見を深めることができました。

◀
王
寺
町
議
会

視
察
の
様
子

◀
河
合
町
議
会

マ
イ
ク
・
カ
メ
ラ
操
作

を
行
う
録
音
室

◀
広
陵
町
議
会

視
察
の
様
子

◀
三
宅
町
議
会

動
画
の
配
信
に

使
用
す
る
シ
ス
テ
ム

（議会運営委員会）
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長

濱

眞
理
子

副
委
員
長

溝
部
真
紀
子

委

　
　員

小
城

世
督

　
　〃

伴

　
　吉
晴

　
　〃

嶋
田

善
行

　
　〃

奥
村

容
子

　
イ
カ
ル
の
会
の
掲
示

板
に
は
毎
月
の
早
朝
観

察
や
毎
日
の
鳥
情
報
が

あ
り
ま
す
。鳥
に
は
好
み

の
木
が
あ
る
と
か
。

　「
地
球
温
暖
化
が
進
み

冬
の
寒
さ
が
無
く
な
れ

ば
、
桜
は
咲
か
な
い
」と

あ
り
ま
し
た
。

　
鳥
や
木
々
や
自
然
を

守
る
手
立
て
を
、桜
餅
食

べ
食
べ
思
っ
て
い
ま
す
。

（
濱
委
員
長
記
）

議
会
だ
よ
り

◆
〒
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奈
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県
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斑

鳩
町

法
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寺
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親と子の笑顔きらめくまちづくり
安心して妊娠、出産でき、子育てしやすい環境づくりに取り組んでいます

斑鳩町子育て応援ブックで、子育て支援＆定住促進

2025年度版

斑鳩町子育て応援ブック
　これから子育てする方や、現在
子育て中の方の情報誌として、斑
鳩町の子育てに関する様々なサー
ビスを紹介しています。

　この冊子は、官民協働事業とし
て、広告協賛していただいた事業
者のご協力により作成され、毎年、
内容を更新し、最新版の情報をお
届けしています。

　町内の幼稚園や保育園、役場、生き生きプラザ斑鳩はもちろん、不動産業者の
窓口でも配布し、新たに斑鳩町を住まいとして選んでいただくためのガイドブッ
クとしても活用しています。

電子書籍版→




